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判別分析まとめ 

判別分析の目的  2 群（多群）を判別する最適な１次式を求める。 

判別値＝b1勉強時間＋b2平均点＋b0   判別関数 

判別分析が有効に利用できる条件は？ → 正規性，等共分散性（等共分散の検定） 

判別関数の係数は？  → 判別関数の欄 

判別関数で群を分けるのは？ → 判別の分点 0（多群の場合は値が最大の群） 

判定に影響を与える変数は？ → 標準化係数の絶対値の大きい変数 

各変数の有効性は？ → 確率の欄（係数が 0と異なるかの検定） 

誤判別の程度は？  → 誤判別確率（実測と理論） 

マハラノビス距離とは  → どの程度 2群が離れているかを表わす指標 

データ毎の判別関数の値と判別状況  → 判別得点 

事象の生起確率とは？ → 合格・不合格の現れる確率が大きく異なっている場合の措置，

各群同じかデータ数からが実用的 

誤判別損失とは？ → 間違った判断をした場合の致命傷の程度 

大きな差がない限り、各群１とするが実用的 

 

演習１ 

多変量演習 5.txt のデータを用いて、生起確率をデータ数から、誤判別損失を各群１として

判別分析を行い、以下の問いに答えよ。合否の欄で、1 は合格、2 は不合格である。 

１）判別関数を求めよ。 

判別値＝ ［      ］内申＋［      ］模試１ 

＋［      ］模試２＋［      ］ 

２）判別の分点［      ］ 

３）実測値から求めた誤判別の確率は？ 

  合格を不合格と［      ］ 不合格を合格と［      ］ 

４）元の設定で、各係数の有効性の検定で、5%の有意水準で有意でない変数はどれか。 

  変数［      ］ 検定確率［      ］ 

５）その変数を取り除いて再度判別分析を行い、判別関数を求めよ。但し、取り除いた変数

のところは空欄とせよ。 

判別値＝ ［      ］内申＋［      ］模試１ 

＋［      ］模試２＋［      ］ 

 

６）この場合、実測値から見た誤判別の確率はどうなるか。 

  合格を不合格と［      ］ 不合格を合格と［      ］ 

７）元のモデルとこの新しいモデルとで誤判別確率に大きな差があると思われるか。 

  ［大きな差がある・大した差ではない］と思われる。 
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８）新しいモデルで、先頭（1 番）の人の判別値はいくらか。［      ］ 

９）新しいモデルで、内申 3.4点，模試１ 65点，模試２ 70点の人の判別値はいくらか、

またその人の合否を判定せよ。 

  判別値［      ］ 判定［合格・不合格］ 

 

演習２ 

 多変量演習 6.txt のデータはある職業の適性について調べた結果である。適性は、１．適

性あり、２．努力しだい、３．適性なしに分類され、それを予測するデータとして回答者の

年齢、学力テスト、体力テスト、面接（10 段階）の結果が含まれている。 

１ページ目のデータを用いて、生起確率をデータ数から、誤判別損失を各群１として判別

分析を行い、以下の問いに答えよ。 

１）３つの判別得点の式を求めよ。但し定数項は判別の分点を引いたものとする。 

判別得点１＝［     ］年齢＋［     ］学力テスト 

＋［      ］体力テスト＋［      ］面接＋［      ］ 

判別得点２＝［      ］年齢＋［      ］学力テスト 

＋［      ］体力テスト＋［      ］面接＋［      ］ 

判別得点３＝［      ］年齢＋［      ］学力テスト 

＋［      ］体力テスト＋［      ］面接＋［      ］ 

２）実測値から求めた誤判別確率はいくらか。 

  適性ありを他と［     ］  努力しだいを他と［     ］ 

  適性なしを他と［     ］ 

３）先頭の人の３つの判別得点を求めよ。 

  判別得点１［      ］判別得点２［      ］判別得点３［      ］ 

４）先頭の人はどのように予測されているか。 

  ［適性あり・努力しだい・適性なし］ 

 

演習１解答（多変量演習 5.txt） 

１）判別関数を求めよ。 

判別値＝ ［ 2.100 ］内申＋［ 0.163 ］模試１＋［ 0.103 ］模試２＋［ -23.980 ］ 

２）判別の分点［ 0 ］ 

３）実測値から求めた誤判別の確率は？ 

  合格を不合格と［ 0.185 ］ 不合格を合格と［ 0.140 ］ 

４）元の設定で、各係数の有効性の検定で、5%の有意水準で有意でない変数はどれか。 

  変数［ 内申 ］ 検定確率［ 0.0954 ］ 

５）その変数を取り除いて再度判別分析を行い、判別関数を求めよ。但し、取り除いた変数

のところは空欄とせよ。 

判別値＝ ［      ］内申＋［ 0.199 ］模試１ 

＋［ 0.131 ］模試２＋［ -21.348 ］ 
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６）この場合、実測値から見た誤判別の確率はどうなるか。 

  合格を不合格と［ 0.148 ］ 不合格を合格と［ 0.140 ］ 

７）元のモデルとこの新しいモデルとで誤判別確率に大きな差があると思われるか。 

  ［大きな差がある・大した差ではない］と思われる。 

８）新しいモデルで、先頭（1 番）の人の判別値はいくらか。［ 3.782 ］ 

９）新しいモデルで、内申 3.4点，模試１ 65点，模試２ 70点の人の判別値はいくらか、

またその人の合否を判定せよ。 

  判別値［ 0.757 ］ 判定［合格・不合格］ 

 

演習２解答（多変量演習 6.txt） 

１）３つの判別得点の式を求めよ。但し定数項は判別の分点を引いたものとする。 

判別得点１＝［ 4.541 ］年齢＋［ 0.683 ］学力テスト 

＋［ 1.019 ］体力テスト＋［ 0.241 ］面接＋［ -124.813 ］ 

判別得点２＝［ 4.976 ］年齢＋［ 0.630 ］学力テスト 

＋［ 0.952 ］体力テスト＋［ -0.219 ］面接＋［ -127.538 ］ 

判別得点３＝［ 5.288 ］年齢＋［ 0.437 ］学力テスト 

＋［ 0.913 ］体力テスト＋［ -0.575 ］面接＋［ -124.026 ］ 

２）実測値から求めた誤判別確率はいくらか。 

  適性ありを他と［ 0.222 ］ 努力しだいを他と［ 0.389 ］ 適性なしを他と［ 0.143 ］ 

３）先頭の人の３つの判別得点を求めよ。 

  判別得点１［ 113.479 ］判別得点２［ 117.419 ］判別得点３［ 117.568 ］ 

４）先頭の人はどのように予測されているか。 

  ［適性あり・努力しだい・適性なし］ 

 

 


